
第三次和光市食育推進計画
に基づく取組
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資料１



市内の食に関わる様々な関係者が、
主体的かつ多様にコラボレーションし
ながら公民協働を実現することで、よ　　　　　
り実効性を高め、地域包括ケアシス
テムの構築によるわこうならではの食
育の展開を目指していく会議です。

すべての市民の「食と健康」を考えた
食環境づくりにおいて、和光市の健
康課題と食育に関する情報を共有し、
アイデアを出し合い、取組を検討して
いきます。

和光市食育推進コンソーシアム会議とは
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１　減塩・減糖・減脂を主とした発症の予防及び重症化の
　　 予防に重点を置いた取組

３　ライフステージや個人の健康度ごとの課題について事業　　
　　 を実施

２　セルフヘルスケアマネジメントおよび健康的な食生活の　　　
　　 日常への定着と健康づくりを支援

計画に基づく食育推進コンソーシアム会議での推進内容

４　健康と食をめぐる現状と課題を共有し、事業を定期的
　　かつ継続的に実施
５　食文化の継承や地産地消の推進
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〇人生100年時代の実現に向けて、健康寿命のさらなる延伸が課題をなっている中、   
   健康無関心層も含め、自然に健康になれる食環境づくりの推進が急務。
〇高ナトリウム食は日本含む東アジアは、死亡や障害要因の最大の食事因子となっ　
　 ている。各国の食塩摂取量と比較すると、日本はWHO推奨量である1日５gの約2　　　
　 倍を摂取している。特に日本の食塩摂取源は自宅調理からの摂取が多くを占めている。
　（欧米ではパン・穀類・シリアル等、加工食品由来のナトリウム摂取割合が多い。）

　

厚生労働省健康局健康栄養指導室資料「健康的で持続可能な食環境戦略イニシアチブについて」
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厚生労働省健康局健康栄養指導室資料「健康的で持続可能な食環境戦略イニシアチブについて」



5

P3.4まとめ

・我が国含む東アジア圏は、食塩の過剰摂取が原因となる疾患での死亡率が高い。

・諸国に比べ日本の塩分摂取は、家庭での摂取が多いことから、減塩商品の利用促　

　進や、家庭料理の減塩調理法の提案に繋がるような取組推進が望ましい。

・塩分を過剰摂取している層の約５～６割は、「健康無関心層」である。

　健康寿命延伸に向かうカギは、健康無関心層への食育が急務である。

・健康無関心層に対して、健康度が上がるような取組を行うためには、

　ナッジ（知らず知らずのうちに健康になるような食習慣整備）

　が望ましく、本コンソーシアム会議の取組は現在以上に重要視されている。



今年度の和光市の食育の取組
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令和４年度取組

  食育認定マークの掲示
　 
イトーヨーカドー和光店様、いなげや和光新倉店様、かつおぶし池田屋様
で、市の基準を満たした約600商品に対し、食育認定マークを掲示。
朝霞保健所管内地域活動栄養士会えぷろんさんに協力を依頼し、今年度は6月、
1月に確認作業済。

認定商品数…現在約300品

≪継続≫
市内食育推進店での協働取組
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　市内コンビニ買い方プログラム
　 市内セブンイレブン7店舗に対し、商品を組み合わせて栄養バランスを整える内容
　 のポスターを配布。また、コーヒーエリアでは待ち時間の間に読むことが
　 できるよう栄養バランスチェックリストを掲示できるよう配布している。

令和４年度取組
≪継続≫
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市内食育推進店での協働取組



　　　　　和光市食育チラシの配布
　R4年度配布枚数（データ提供含む）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2374枚（2/14現在）

　

　　

【配布の場】
●公民館講座や健康教室、
　おとどけ講座等・健康教育の場
●コンソーシアム構成員様の活動の場での
　　配布協力
●健診時、健康フェア等イベントでの配布

　

★★★令和４年度取組

R2.3年度の配布
枚数の約10倍
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★★★令和４年度取組

減塩・減糖レシピ
イトーヨーカドー和光店では、
毎月19日（食育の日）に 
減塩・減糖レシピを配布している。
なお、試食は２月19日より再開。

≪継続取組≫ ≪新規取組≫「自殺対策計画」

わこうのこころにやさしいレシピ
9月のこころの健康づくり月間に合わせ、
レシピを作成。HPに掲載のほか、健康
フェアにて配布を行った。

市内食育推進店・和光市事業協働取組
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★★★令和４年度取組【危機管理室】

　　　防災と食育
「わこうのBOSAIレシピ」を作成・
和光市BOSAIまちづくり伝道師養成講座にて配布
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＜参考＞関係課の食育への取組

【保育センター】
・市内保育施設で提供している給食レシピ集の作成
・北・南子育て世代包括支援センター事業
（おはなし会）に栄養士が参加し、子育て家庭の食　
　事に関する相談に応じている。
　また、保育園の給食・離乳食献立表や給食レシピ　　
　集を提供し、子育て家庭に向けた情報発信を行った。
【社会援護課】
・障害者の食の自立支援で、栄養改善指導（栄養
マネジメントサービス）に係る費用助成を行った。
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＜参考＞関係課の食育への取組

【学校教育課】
・ワールドカップ給食の提供
　サッカーのワールドカップ大会に合わせ、対戦国のスペ
　イン料理を給食で提供した。児童・生徒が世界の料
　理や食文化に興味を持つきっかけを作ることができた。
・食育レシピ集の作成
　給食で提供している地場産物を活用したレシピを
　ＨＰにて公開し、市内小中学校の保護者へ周知し
　た。
・ＪＡ直売所への食育掲示物作成
　農産物直売センターへ、学期ごとに一度「旬の野菜の栄養
　について」や「地場産野菜を活用した給食の紹介」などの掲　
　示物を作成し、一般向けに情報提供を行った。



令和５年度の取組予定
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★★★令和５年度取組予定

和光市HP「わこしょく」
和光市食育コンソーシアム会議構成員の
紹介ページを作成中

＜目的＞
　・食に関わる市内事業者についてや、市全体で食育に取り組んで
    いること周知するため
　・各構成員の事業内容や取組を視覚化することにより、コンソーシ
    アム内での協働取組をスムーズにするため
　
※皆様へのお願い
　来年度、各構成員様に、掲載の可否、事業内容等を
　お伺いし、HPに反映させていただきます。
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★★★令和５年度取組予定

コンビニエンスストアでの食育推進

＜目的＞
　・様々な年齢の方に対し、自然に情報が目に入るような
　　仕掛けづくり
　・健康に無関心な層に対しての情報発信

実際にある取組例）
・減塩商品や減糖商品をとりやすい目線の高さに配置する
   →無糖飲料の売り上げは増加、加糖飲料の売り上げは
　    減少したが、トータルの売り上げは増加
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【新規取組中】
コンビニエンスストア向け和光市食育帯POPの作成・掲示
POP（案）

イメージ図
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【継続取組中】
和光市食育推進コンソーシアム会議構成員・食育推進店
登録拡大のための周知

【目的】
食育認定マークの周知。
※令和元年度地域の絆と安心な暮らしに関する調査の結果報告書より、南エリアの
食育認定マーク認知度が北・中央地区よりも低いことが分かった。

【今年度の取り組み】
　現時点で食育推進店が南エリアには無い為、近年南エリアに開店したスーパ―マー
ケットや商工会議所等に周知を行っている。

【今後の展開】
和光市食育推進コンソーシアム会議構成員に向けても、食育の取組を行っているこ
とを示す事ができるようなわこしょくステッカー等を配布予定。わこうの食育のプラット
ホームを増やすことで、市民の健康への意識をそっと促せるような効果に繋げたい。
今後、飲食店の登録に向け、飲食店用の登録基準を設ける予定。登録数が増えた
後、わこしょくMAPの作成を考えている。
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その他
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和光市食育推進コンソーシアム会議から
　　和光市食育推進コンソーシアムへ名称変更します

【変更の理由】

本コンソーシアムは、会議としての活動ではなく、市の施策、食育の施策に絡めな

がら推進していくことが目的となっており、会議体に留まらず、協議体として積極

的に推進して参りたいとの思いから、名称変更の流れとなりました。

来年度以降に要綱改正をする予定です。

今年度は意見交換会をさせていただき、様々なご意見をいただきました。

今後は会議というよりも定例会のような形に変え、活発なご意見や協議をし、コン

ソーシアムとして一体となった食育推進を進めて参りたいと考えております。

今後ともご協力をお願い致します。



第二次健康わこう21計画・第三次和光市食育推進計画
中間見直しにむけて（令和５年度）

・市民健康アンケート及び食育アンケートの実施

【目的】
第二次健康わこう21計画・第三次和光市食育推進計画中間見直しに向けて、
アンケート調査を実施し、市民の健康に関する課題の把握をし、目標達成状況や成
果を評価することで、残り期間の計画推進に反映させる。

【対象者数】
健康アンケート：20～65歳以上　約24000名
食育アンケート：市内小学校の通う小5・中2　約1400名

※アンケート結果から分かった現状及び課題については、会議にて共有させて
　 いただきます。
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令和５年度健康フェアの開催について

開催日時　令和５年7月29日（土）午後開始予定
　　　　　　　（開始時刻未定　３時間程度）

開催場所　和光市保健センター内予定（わぴあ内利用）

内容　
健康に関わる測定や健康相談の場、健康意識を高めたり生活習慣の
見直しをするきっかけづくりができるようなブースを設置し、市民の健康
増進づくりへの意識づけを促すとともに、わこう食育推進店・食育コン
ソーシアム会議の認知・普及を図る。
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